
 

 

 

 

 

 

 

 

他人を思いやることは・・・ 
校  長   関根  幸男  

  

いじめ防止や規範意識等を高めるために、年に３回（６月、１１月、２月）、ふれあ

い月間を設定して、様々な取り組みをしています。６月は、あいさつ運動を中心に取

り組んでいきます。  

 ふれあい月間にちなんで、「思いやり」について書きます。  

 「周りを豊かにしてあげようと思う心こそが  自分自身を豊かにするのです。」「人

間がほんとうに心の底から幸せを感じられるのは  喜ばれた時です。」これらの言葉

は、著述家の小林正観氏の言葉です。小林氏の娘さんは、知的障がいをもって生まれ

ました。生まれつき知能や体力の発達に障がいがありました。小林氏は、彼女を通し

て初めて、争わないことの大切さを学んだそうです。そのことを教えるために、彼女

は自分のところに生まれてきてくれたんだと感じたそうです。小林氏の言葉を紹介し

ます。  

  

『彼女が６年生の時のことです。運動会で徒競走がありました。彼女は普通の子ど

もより筋力がないのでいつもビリ。でもその年は、足を捻挫した友達がいたため「も

しかしたら、初めてビリじゃないかも」と妻は喜んでおりました。しかし結果は、娘

はまたしてもビリ。ところが、妻は残念がることなく、それどころかニコニコと嬉し

そうだったのです。   

 娘は捻挫している友達を気にかけながら、心配そうに、振り返り振り返り、走り続

けます。足をかばいながら走っていた友達が転んでしまうと、娘は友達のところに駆

け寄り、手を引き、一緒に走り始めたのです。二人を見ていた観客からは大きな声援

と拍手がわきました。そして、ゴールの前まで来たとき、娘は、その子の肩をぽんと

押して、その子を先にゴールさせたのです。このとき私は自分を恥ずかしく思いまし

た。それまで知的障害者の娘を受け入れることができなかったのです。しかし娘から

教わりました。人間が生きる目標というのは、競争したり他人を蹴落としたりして一

番になることではなく、「喜ばれる存在」になることなんだと。』  

  

人に喜ばれる存在になること、他人を思いやれることは、小林氏が言うように、自

分自身が豊かになったり、幸せになったりすることなのだと思います。改めて 、人に

対して思いやりをもって、日々の生活を送りたいと思いました。  

【人の前を明るく照らしてあげようとして、灯をともすと、自分の前も明るくな
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る】という言葉が、頭に浮かびました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２８日（金）に全校児童が体育館へ集まり、離任された先生方と

の「離任式」を行いました。離任された先生が体育館へ入場されたとき

には、子供たちから大きな拍手と歓声が起こりました。  

離 任 式 

５月２日（火）に光が丘消防署からはしご付きポンプ車が来て、２年

生が消防写生会を行いました。  

２年 消防写生会 

長いはしごの迫力を表現しようと、画

用紙いっぱいに消防車を大きく描きまし

た。  

 離任された先生方へ代表児童が

手紙を読み、全校児童からの手

紙と花束を渡しました。先生方

からも秋の陽の子供たちへの励

ましの言葉をもらい、子供たち

はとても喜んでいました。お世

話になりました！  

最後は子供たちの列の間を通っていただ

き、お別れのあいさつをしました。ハイタ

ッチをしたり最後まで手を振ったりして、

先生方が体育館を出る最後の最後まで別れ

を惜しんでいました。  

 大きなはしご付きポンプ車の

迫力に、子供たちは目を丸くし

て見ていました。ポンプ車の細

かい部分や消防士さんのかっこ

いい姿などをよく観察して一生

懸命に描きました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月９日（火）に、今年度一緒に楽しく遊んでいく「なかよし班」の

顔合わせがありました。６年生のリーダーを中心にして、みんなの名前

と顔を覚えていけるように自己紹介を行っていきました。  

なかよし班活動 顔合わ

せ 

１年生から６年生まで、一人一人の

自己紹介に大きな拍手をして盛り上げ

ていきました。１年間、よろしくお願

いします！  

自己紹介はクラスと名前だけでは

なく、好きな食べ物や遊びなども聞

いて話すなど、工夫して行っていま

した。  

５月２２日（月）に各学年で交通安全教室を行いました。１年生は安

全に道を歩けるように「歩行教室」、３年生は正しい自転車の乗り方を

身に付けられるように「自転車教室」、残りの学年はそれぞれの実態に

合わせて各学年で交通安全の指導を行っていきました。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全教室 

３年生の自転車教室では、警察の方

からのご指導のもと、スラローム走行

などの自転車操作や一時停止場所の確

認などの交通ルールを実技から学んで

いきました。後日、自転車運転免許が

発行されます。  

１年生の歩行 教室では 、安全な道の

歩き方や横断 歩道の渡 り方を学んで い

きました。歩 道がない 道は白線やガ ー

ドレールの内 側を歩い ていくことや 横

断歩道を渡る ときの手 の上げ方を警 察

の方から教え てもらい 、実際に学校 の

６年生  ５年生  ４年生  ２年生  



日 曜 朝の時間 主な行事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 木 安全指導 歯みがき大会（５年） 4 5 5 6 6 6

2 金 新体力テスト 4 5 5 6 6 6

3 土

4 日

5 月 全校朝会
５時間授業
学校徴収金引き落とし日

4 5 5 5 5 5

6 火 朝学習
４時間授業
校内研究授業（６年１組のみ５時間授業）

4 4 4 4 4 4

7 水 朝読書 委員会活動 4 5 5 5 5 5

8 木
秋の陽まつり

CM集会
避難訓練　５時間授業
煙体験（４年）・起震車体験（５年）

4 5 5 5 5 5

9 金 なかよし班遊び 4 5 5 6 6 6

10 土
３時間授業　学校公開（２・３校時）
読書旬間終

3 3 3 3 3 3

11 日

12 月 全校朝会 秋の陽まつり前日準備 4 5 5 5 6 6

13 火 朝学習
秋の陽まつり
３年生６時間授業開始（火・木）

4 5 6 6 6 6

14 水 特別時程４時間授業 4 4 4 4 4 4

15 木 ゲーム集会 ４時間授業 4 4 4 4 4 4

16 金 4 5 5 6 6 6

17 土

18 日

19 月 全校朝会
水泳指導始
学校徴収金引き落とし日（再）

4 5 5 5 6 6

20 火 体育朝会
なかよし班遊び　ふれあい環境学習（4年）
山形県農家出張授業（５年） 4 5 6 6 6 6

21 水 朝読書
歯みがき指導（４年）
クラブ活動 セーフティー教室（１～４・６年）

4 5 5 5 5 5

22 木 朝学習
情報モラル講習会（5年）
保護者向け情報モラル教室

4 5 6 6 6 6

23 金
４時間授業
校内研究授業（３年１組のみ５時間授業）

4 4 4 4 4 4

24 土

25 日

26 月 全校朝会 4 5 5 5 6 6

27 火 朝学習
こころの劇場（６年）
清掃工場見学（４年）

4 5 6 6 6 6

28 水 朝読書 クラブ活動（卒業アルバム用写真撮影） 4 5 5 5 5 5

29 木 音楽朝会 4 5 6 6 6 6

30 金
６年生移動教室事前検診
１年生保護者会

4 5 5 6 6 6

６月の予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
村
養
護
教
諭
産
休
の
お
知
ら
せ 

六
月
二
日
（
金
）
よ
り
山
村
佳
奈
子
養
護
教
諭
が
産
休
の
た
め

お
休
み
に
入
り
ま
す
。
産
休
期
間
は
産
育
代
替
教
諭
の
門
倉
理
弥

養
護
教
諭
が
引
き
続
き
勤
務
い
た
し
ま
す
。 

学校公開について  

6 月 1０日（土）の学校公開日です。今年度より感染症対策の制限をな

くします。２・３校時の時間に自由にご参観ください。詳しくは、学年

便りや学校公開のお知らせをご覧になってください。  

学
校
徴
収
金
引
き
落
と
し
の
お
知
ら
せ 

六
月
五
日
（
月
）
に
学
校
徴
収
金
の
引
き
落
と
し
が
あ
り
ま
す
。
金
額
は
、
学

年
便
り
に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
五
日
に
引

き
落
と
し
が
で
き
な
い
場
合
は
、
六
月
十
九
日
（
月
）
に
な
り
ま
す
。 

 


